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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2022年２月24日に提出いたしました第23期（自　2020年12月１日　至　2021年11月30日）有価証券報告書の記載事

項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

　第５　経理の状況

　　１　連結財務諸表等

　　　注記事項

　　　　（税効果会計関係）

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 
第一部 【企業情報】

 第５ 【経理の状況】

   １ 【連結財務諸表等】

     【注記事項】

　　　　(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

(訂正前)

＜省略＞

当連結会計年度（2021年11月30日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(a) － － － 95 291 252 639百万円

評価性引当額 － － － △76 △291 △252 △620 　〃

繰延税金資産 － － － 18 － － (b)18 　〃
 

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(b) 税務上の繰越欠損金 639百万円（法定実効税率を乗じた額）について、繰延税金資産 百万円を計上してお

ります。当該繰延税金資産を計上した税務上の繰越欠損金は、主に2018年11月期に税引前当期純損失を716

百万円計上したことにより生じたものであり、将来の課税所得の見込について、回収可能と判断し評価性引

当額を認識しておりません。

 
(訂正後)

＜省略＞

当連結会計年度（2021年11月30日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(a) － － － 95 291 252 639百万円

評価性引当額 － － － △76 △291 △252 △620 　〃

繰延税金資産 － － － 18 － － (b)18 　〃
 

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(b) 税務上の繰越欠損金 639百万円（法定実効税率を乗じた額）について、繰延税金資産18百万円を計上してお

ります。当該繰延税金資産を計上した税務上の繰越欠損金は、主に2018年11月期に税引前当期純損失を716

百万円計上したことにより生じたものであり、将来の課税所得の見込について、回収可能と判断し評価性引

当額を認識しておりません。
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